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歯科技工士学科学生の口腔清掃への意識と関心
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The Awareness and Concern about Oral Care of Dental Technician Students
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歯科技工士学生は将来,歯科技工士として患者一人ひとりに合わせた歯科技工装置を作製し,日腔内状況
を向上させることを目的に入学しているが, 自身の口腔内状況に興味を持つことや,日腔内疾患の基本的な
知識を身につけることも必要と思われる.そ こで,歯科技工士学生に対し, 自身の日腔清掃および清掃用具
の使用,日腔内状況への意識について調査を行った.その結果, 1日 3回歯磨きをしている学生は,平成27
年度生が34.5%,平成28年度生が625%,平成29年度生が32.0%,デ ンタルフロスについて知っている学生は,

平成27年度生が44.8%,平成28年度生が5■5%,平成29年度生が56Ю %,歯間ブラシを知っていると答えた学
生は,平成27年度生が897%,平成28年度生が81.8%,平成29年度生が92Ю %であった.う 蝕の進行につい
て知っていると答えた学生は,平成27年度生が5■7%,平成28年度生が242%,平成29年度生が16Ю %,歯
周病の進行について知っていると答えた学生は,平成27年度生が172%,平成28年度生が273%,平成29年
度生が369%であった.今後は,歯科医療従事者として正しい知識を身につけることを目指した講義を実施
すると同時に,正 しい口腔清掃法も身につけ,将来の歯科医療従事者としての自党を持つ一助としたいと考
える.
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I.緒 言

歯科技工士学生は将来,歯科技工士として患者一

人ひとりに合わせた歯科技工装置を作製し,日腔内
状況を向 Lさせることを目的に入学している.その

ためには,日腔内疾患について基本的な知識を身に
つけることはもちろん,自 身の回腔内状況に興味を

持つことも必要と思われる。加えて,歯科医療従事
者となる以上,自 らの国腔清掃状況にも日を向け,

正しい口腔清掃法により回腔内状況を改善させてい

くことも必要であると考える.しかし,歯科技工士

学生に対し口腔清掃法について講義・実習を実施し

ている教育機関は少ないと思われる。

本学歯科技工士学科では,平成24年 より,歯科衛
生士教員による,歯科疾患と口腔清掃法の講義・実

習を行っている.講義内では,日腔の 2大疾患につ

いて,実習では正しい口腔清掃法と補助用具の使用

法について学び,自 らの回腔内状況の理解と正しい

口腔清掃法の習得をすすめている.今回歯科技工士

学科学生に,自 身の回腔清掃および清掃用具の使用 ,

日腔内状況への意識について調査を行った。

Ⅱ.対象および方法

対象は,平成27年度から29年度に入学した,歯科
技工士学科 1年生89名 (平成27年度生30名 ,平成28

年度生34名 ,平成29年度生25名 )である。初回講義
時 (5月 )に ,歯科疾患と口腔清掃法について一部
自記式多項目選択式質問紙を使用し,無記名にて調
査を行った.質問は, 1.ブラッシング時間,2.デ
ンタルフロスの認知度, 3.デ ンタルフロス使用の
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図1 1日 のブラッシング回数
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図3 デンタルフロスの認知度と使用率
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図4 歯間ブラシの認知度と使用率
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図2 ブラッシングをする時間

有無,4.歯 間ブラシの認知度,5.歯 間ブラシ使
用の有無, 6.う 蝕について知っていること, 7.歯

周病について知っていること,の 7項 目である.た

だし,無回答の項目があるものは除外することした.

Ⅲ.結 果

1.歯磨きについて
1日 に3回 日腔清掃を行うと答えた学生は,図 1

に示す通り,平成27年度生が34.5%,平成28年 度生

が606%,平 成29年 度生が32.0%で あった。ブラッ
シングをする時間は,図 2に示す通り,平成27年度

生では朝食後が最 も多 く86.2%,次 いで就寝前が

5&6%,昼食後が448%で あった.平成28年度生では,

朝食後と就寝前が最も多く81.8%,次いで昼食後が

75.8%で あった.平成29年度生では,朝食後が最も

多 く92.0%,次いで就寝前が68.0%,昼食後と夕食

後が360%であった.どの学年においても,朝食後
が最も多い結果となった.

2.デ ンタルフロスについて
デンタルフロスを知っていると答えた学生は,図

3に示す通 り,平成27年 度生が44.8%,平成28年度
生が5■5%,平成29年度生が560%で あった.ま た,

図5  う0虫について矢日っていること

デンタルフロスを使用したことがあると答えた学生

は,図 3に示す通 り,平成27年 度生が3■0%,平成
28年度生が39.4%,平 成29年 度生360%であった.

3.歯間ブラシについて

歯間ブラシを知っていると答えた学生は,図 4に

示す通 り,平成27年 度生が897%,平成28年度生が
81.8%,平成29年 度生が92.0%で あった.ま た,歯
間ブラシを使用したことがあると答えた学生は,図

4に示す通り,平成27年度生が,75.9%,平 成28年

度生が606%,平成29年度生が60.0%であった.

4.う 蝕について

う蝕について知っていることでは,図 5に示す通
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デンタルフロスに比べ,歯間ブラシの認知度が高
いのは,テ レビコマーシャル等で歯間ブラシという

言葉をよく耳にするため, と考えられる.一方,デ
ンタルフロスは歯間ブラシと同じ用途であるにも関

わらず,歯問ブラシに比べ認知度が高くないことか

ら,講義や実習において,その使用法や有効性につ

いて周知していくことが必要と思われる.ま た,今
回の質問ではデンタルフロスや歯問ブラシの実物を

事前に見せたり,写真を掲載したりすることはな

かった。そのため,2種の清掃補助用具を見たこと
はあっても正確な名称を知らない学生もいたのでは

ないかと考えられる.

う蝕や歯周病については,歯科医院等である程度

の知識を身に付けることができていると思われる.

しかし,中 には間違った回答をする学生も見られた

ため,正確な知識を身に付けていくことが必要と考

える.どちらの回答においても,使用する言葉は一

般に知られているものであるため,今後は,歯科医

療従事者として正しい知識を身につけ,専門用語を

使用した説明ができることを目指した講義を実施し

ていく必要があると思われる.

正しい口腔清掃法や歯科疾患への技術や知識を身

につけることは,将来の歯科医療従事者としての自

覚を持つ一助となると思われる.

V.結 論

歯科技工士学生に対し,日腔清掃への意識と関心

について調査をした結果,以下の結論が得られた.

1.1日 に3回 口腔清掃を行うと答えた学生は,平
成27年 度生が448%,平 成28年 度生が51.5%,
平成29年度生が56.0%であった.

2.デ ンタルフロスを知っていると答えた学生は,

平成27年度生が44.8%,平成28年度生が51.5%,

平成29年度生が56.0%,使用したことがあると

答えた学生は,平成27年度生が69.2%,平成28

年度生が64.7%,平 成29年度生64.3%であった。

3.歯間ブラシを知っていると答えた学生は,平成
27年度生が897%,平成28年度生が8■8%,平成
29年度生が920%,使用したことがあると答え
た学生は,平成27年 度生が,84.6%,平 成28年

度生が70.4%,平成29年度生が65.2%であった.

4.う 蝕の進行について答えた学生は,平成27年度
生では51.7%,平成28年 度生では24.2%,平成

29年度生では160%,歯周病の進行について答
えた学生は,平成27年度生では17.2%,平 成28

無回答
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図6 歯周病について知っていること

り,進行について答えた学生が平成27年 度生では

51.7%,平成28年度生では242%,平成29年度生では
16.0%,痛 みについて答えた学生が平成27年度生で

は10.3%,2■2%,平成29年度生では200%であった.

5.歯周病について
歯周病について知っていることでは,図 6に示す

通り,症状について答えた学生が,平成27年度生で

は4■4%,平成28年 度生では21.1%,平成29年 度生
では16.0%で あった.進行について答えた学生は,

平成27年 度生では172%,平 成28年度生では273%,

平成29年度生では36.9%であった.

Ⅳ.考 察

平成28年 の歯科疾患実態調査
1)に
よると,1日 3

回以上歯を磨 く者の割合は27.3%で あり,本学歯科

技工士学科の学生は,どの年度でもこれを上回って
いる。歯科医療従事者を目指す学生であることから,

日腔清掃に対して意識が高い学生が多いと思われる.

ブラッシングを実施する時間については, どの年

度も朝食後が80%を超えており,日 々の身だしなみ

や習慣の 1つ として, ブラッシングが身についてい

ることが伺える.しかし,昼食後に磨 く学生は,平
成27年度生と平成29年度生では50%を下回っている

ことから,学校という集団の中で,ブ ラッシングす
ることに抵抗を感じたり,限 られた休憩時間をブ

ラッシングに費やしたくないと考えたりする学生も

いると思われる.ま た,20～ 29歳の朝食欠食率をみ

ると,男性が240%,女性が253%で あることから2),

朝食を摂らないことにより,歯磨きを実施する時間
を朝食前と回答した学生もいると思われる。さらに,

夕食後と就寝前についても,個人の判断が分かれた

ことにより,回答が分散したことも考えられるため,

今後はこれらのことも踏まえ,質問内容を精査して

く必要があると思われる.
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年度生では27.3%,平成29年 度生では369%で

あった.
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